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第1章
現代社会は⾃分の中に複数の⾃分を

⽣み出している︖



「本当の⾃分」を探す
「⾃分探し」の営み

 「⾃分探し」という若者の営み
 1980年代ごろから⾔われるように
（上野，1987）

 どこかに「本当の⾃分」
「⾃分らしい⾃分」がいる︕

 2004年前後をピークに段々と
⽤いられなくなってくる（朝⽇新聞，2019）



断⽚化する⾃分
 2000年代後半からスマートフォンが普及し，それと同時に

SNSも若者を中⼼に広がり始める。
 「複数アカウント（複垢）」

 ⼥⼦⾼⽣の6割が，男⼦⾼⽣の3〜4割が
複数のアカウントを持っている

 「趣味によってアカウントを分けたい」
「つながっている⼈を分けたい」等が理由
（⽇経クロステック，2021）

 「キャラ」
 その場にふさわしい「キャラ」を振る舞うといったように，状況に
応じて多数の⾃⼰を切り替える傾向が報告されている（千島・村上，
2016; 藤野, 2019）。

 どの「キャラ」「アカウント」が本当のあなた︖



⼼理学では⾃分（⾃⼰）を
どのように考えてきたの︖



「⾃分は複数の⾃分から成り⽴っている」
という考え⽅
 James(1890)

 関りを持つ⼈たちから受ける認識である社会的⾃⼰につ
いて「⼈は⾃分を認めてくれる⼈の数だけ社会的⾃⼰を
持つ」

 Berne(1961)︓交流分析
 ⾃我は「親・⼤⼈・⼦供」の3つの状態からなり，場合
によってそれぞれ統制権が変化する

 Hermans & Kempen(1993)︓対話的⾃⼰(Dialogical Self)

 状況に応じて語る主体(I)が，それぞれのポジションの⽴
場に⽴って⾃⼰を振る舞うという理論

 複数の⾃⼰が形成され存在している「⾃⼰の分権化」が
提⽰されている。



「⾃分は単体で成り⽴っている」
という考え⽅
 ⼀⽅でMcReynolds, Altrocchi, and House(2000)によれば，

1930年代から1970年代は⾃⼰は単⼀で⼀貫性を持つとい
う⾒⽅が優位な時代
 Leckey(1945)による“Self-Consistency: A Theory of Personality”を
顕著な傾向として，パーソナリティ⼼理学や発達⼼理学の分野にお
いて⾃⼰の単⼀性が多く主張されるようになった(e.g., Allport, 
1937; McClelland, 1951; and Murphy, 1947)。

 Rogers(1959)はその治療モデルとして⾃⼰概念(理想的⾃
⼰)と経験(現実的⾃⼰)を⼀致させることを提唱

 またErikson(1950)もアイデンティティを確⽴するために⾃
⼰が⼀貫していることの必要性について繰り返し⾔及



時代によって変化する「⾃分」

 Erikson（1959/2011）以後︓⾃⼰を統合せず，変幻⾃在で
姿を状況に応じて変えるアイデンティティ
 Lifton(1967/1971) ︓「プロテウス⼈間／⾃⼰」
 Mercia(1989)︓「⽂化的に適応した拡散型アイデンティティ」
 Gergen(1991)︓ 「飽和した⾃⼰(Saturated Self)」

 「後期近代」「ポストモダン」
 ⼈々に共通する価値観が消失し，価値観が多様化した現代の
ことを指す

 現代の⻄洋社会における前例のないほどの急速な社会的・経
済的・⽂化的変化が「ポストモダン」を⽣じさせアイデン
ティティに影響を与えていると⽰唆されている。



「⾃分の在り⽅」に影響を与えた
社会の３つの変化
 1. 不安定もしくは⼀時的な雇⽤を含む雇⽤形態の多様化

 ワークライフバランスや兼業・副業も促進されており（厚⽣労働省，
2010，2018）家庭や職場に応じた⾃分が求められている

 2. ライフスタイルの多様化
 テクノロジーの発展と共に世界のいたるところで他⼈と知り合いに
なれる⼀⽅で，他⼈から⼀貫した全体像を把握されることが少なく
なる

 3. 新たな社会的ムーブメント
 古いジェンダー意識や階級意識，国家意識への批判
 「⽩⼈」「⽇本⼈」「同性愛者」の⼈が，ひとつの⾃分の要素のた
めに他の⾃分を抑圧しなければならない理由はない

Rattansi & Phoenix(2005)



第2章
現代⼈は状況に応じて複数の⾃分を

振舞い分けてるの︖



状況に応じて⾃分を振舞い分ける傾向
について
 ⾃⼰の多元化が社会状況の変化によって⽣じているという
指摘は⽇本でも社会学をはじめ多くなされている。
 現代の友⼈関係は「状況志向」で，付き合う友⼈に応じて異なる⾃
分を振る舞うことが⾃然となっている（浅野 2015）

 複数の「本当の⾃分」を持ち状況に応じて使い分ける「多元的⾃
我」が新たなアイデンティティの在り⽅として⽰されている（辻
2004）

 「意識して⾃分を使い分けている」といった「⾃⼰複数性」は，
「⾃分がどんな⼈間かわからなくなる」といった「⾃⼰拡散志向」
の因⼦と異なる（岩⽥ 2006）



アイデンティティと⻘年期

 ⻘年期︓アイデンティティの問題
 ⾃⼰の統合や複数性，拡散などが⽴ち現れてくる
 ⾊んな場所で⾃分を試す役割実験を通じて⻘年は社会の中での適
所を⾒つけ同⼀性を確⽴してゆく(Erikson，1959)

 役割実験を⾏う過程において，⻘年は⼀時的に多様な役割
やそれに伴なう多⾯的な⾃⼰を持つ

 しかしErikosn(1959)は，葛藤を引き起こす多⾯的⾃⼰は，
役割実験を通じて適所を⾒つけることによって⼀貫した⾃
⼰へと統合されることによって，精神的に安定してゆくと
した



結果︓作成した尺度の検討
 ⾃⼰多元性尺度の12項⽬についての確認的因⼦分析

 GFI=.923，AGFI=.883，RMSEA=.071，AIC=164.59



結果︓類型化（クラスター分析）

クラスター分析
「意識的⾃⼰切替」
「無意識的⾃⼰切替」
「⾃⼰不変」
「⾃⼰本来感」
の4尺度を⽤いて
Ward法による
クラスター分析を
⾏った

結果，4クラスターを
採⽤した。



考察︓クラスターごとのアイデン
ティティ感覚の検討
 ⼀元的⾃⼰群が基本的には最も⾼いアイデンティティ感覚を⽰した。

 エリクソンの⽰すような⾃⼰を⼀元的に統合している⻘年が，やはりア
イデンティティ感覚を強く感じているようだ

 多元仮⾯群と多元本来群との間には有意な差は⽰されなかった。
 仮⾯性の有無が⾃⼰拡散と関わると考える岩⽥（2006）とは異なる結果

 多元本来群と⼀元的⾃⼰群の間にも有意な差が⽰されない場合があった
 対⾃的同⼀性と⼼理社会的同⼀性においては差が⽰されなかった
 両⽅に関わる重要な共通点としては本来感が⾼いことのほかに，⾃⼰不
変性が⾼いことも挙げられる

 複数の⾃⼰を持ちながらもそれを包括できることが⼤事



第3章
現代⼈は様々な複数の⾃分がいることを

どう感じているの︖



⾃分が複数あることへの
ポジティブな意⾒
 ⾃⼰複雑性︓⾃⼰概念が多くの側⾯に分けられていること
（Linville 1985）
 ⾃⼰複雑性が⾼い⼈は，ストレスを与える出来事に対しても，
直接関係する⾃分が⼀部に限られる。⾃⼰複雑性はストレス
フルな出来事に対して緩衝材として働く。

 ストレスフルな出来事のあとでも鬱になりにくく，ストレス
を感じることが少なく，病気にもかかりにくい



⾃分が複数あることへの
ネガティブな意⾒
 ⾃⼰概念の分化度（SCD）︓⾃分が様々な役割ごとにどの程度分
化しているか
 SCDが⾼いほど⾃尊感情が低く，抑うつ傾向が⾼い（Donahue etc. 

1993）
 ⾃⼰の明確性︓⾃⼰概念の内容と⾃⼰信念が明確で，加えて⼀
貫して時間を通して安定している程度のこと
 ⾃⼰の明確性が低い⼈は⾃尊感情が低く，神経症傾向が⾼い
（Campbell etc. 1996）

 ⾃⼰複数性︓⾃分が多様で，時と場合によって反応が異なると
感じる程度，もしくは⾃分⾃⾝は統⼀されていて，状況によら
ず反応が⼀貫していると感じる程度
 ⾃⼰複数性は不適応と関連するとされている（McReynolds Altrocchi & 

House 2000)



⾃分は複数の⽅が良いのか
単⼀の⽅が良いのか
 ⾃⼰概念は「分化するプロセス」と「体制化するプロセ
ス」を通して形成される。
 ⾃⼰が分化することによって，さまざまな状況に柔軟に対応
できる⼀⽅で，多数の⾃分との間で葛藤や混乱が増えてつな
がりが弱くなる

 様々な場⾯や役割における⾃分が，⽬標や意味などの⼤きな
視点からまとめられる（体制化）される必要がある

 体制化されていない（⾃分がまとめられてない）状態での
⾃⼰の分化は混乱を⽣じさせる

 体制化されている（⾃分がまとめられている）のであれば
⾃⼰の分化は柔軟性を⾼め，⼼理的な健康を促進する︖



⾃分は複数の⽅が良いのか
単⼀の⽅が良いのか

 杜・加藤（2020）
 ⾃⼰が体制化されていない
と，⾃⼰分化は主観的幸福
感を減らす

 体制化されていれば，⾃⼰
分化は主観的幸福感を⾼め
る

※個⼈能動性︓ここでは⾃⼰の体制化の程度を指す



今までで分かったこと

 ⾃分が様々に分かれていたり断⽚化していても，「それで
も⾃分は変わらない」というように，さまざまな⾃分を包
括できるような⾃⼰の体制化ができていれば，さまざまな
⾃⼰を持つことはメンタルヘルスを促進する

 もしかしたら現代社会においては，より⾃らの可能性を⾼
めたりすることができるかもしれない

 けど，「⾃⼰の体制化」「変わらない⾃分」「様々な⾃分
を包括する」のはどうすることで可能になるのだろう︖

 ⇒キーワードは「対話」︖
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